さばえから福島の子どもたちに「絵本を届けよう」
　　　　　　（事業期間・平成23年12月10日～平成24年5月20日）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　主催・さばえっこ図書ボランティアネットワーク
　　　　　　　　　　　　　　　　　　共催・鯖江市PTA連合会・さばえ図書館友の会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　後援・鯖江市文化の館
5月9日､10日､福島の子どもたちに「絵本を届けよう」を成し終えて
　　　　　　
かつて阪神大震災の２週間後に『こんなときだからこそ自宅も被災したけれど、瓦礫の中で、子どもたちのために文庫活動を始めました』と、神戸で文庫活動をされているかたの話を聞いたことがありました。
[image: image1.jpg]


さばえっこ図書ボランティアネットワークでは、昨年10月に、福島県喜多方市から水戸昇先生においで頂き、「福島の今～生きる力を育てる読書」と題しての講演をいただき、福島の現状をお聞きしました。
何か出来ることで東日本大震災被災者･地の応援したい、と思っておられる市内の多くの方に呼びかけて、福島の子どもたちに『絵本を届けよう』を実行に移すことが出来ました。
特に福島県は、福井県も同じ原発を抱えているところ、もともと不安に思っていた原発の安全神話はもろくも崩れ、放射能汚染など他人事ではないという強い思いも入り混じり、被災された皆様が、少しでもお子さんに笑顔が戻り、子どもたちからまわりの大人たちも生きるエネルギーをもらってもらえるように、絵本・児童書を中心に呼びかけました。
福島県の富岡町から避難されている大玉村の仮設住宅、大玉村の７の幼稚園・小･中学校には直接に、10日には、さらに１８の小･中･高校に、代表の郡山市柴宮小学校に、４千冊、ダンボール６７箱を２トン車で届けてきました。
生徒代表の「一生懸命に運動や勉強をし、大人になったら恩返しをしたい」とのお礼の言葉、涙があふれると同時に大きなエネルギーと勇気も頂きました。
やはり絵本に年齢は無い、私の信条でもあります。
さばえっこ図書ボランティアネットワークが、さばえの子どもたちの読書環境充実のために、今後も出来るところで「本好きな子、大きな夢を持って、いきいきと力強く生きていける子どもたち」の読書環境に取り組むことの大切さを改めて実感しました。
お世話になりました関係者の皆様に厚く御礼申しあげます、誠にありがとうございました。
　　　　　　　　　　　会長　　木村　愛子
◆お届け先：大玉村幼稚園2園、小学校2校、中学校、仮設住宅（460人入居）、オープンハウス・のぞみ、
二本松市安達太良中学校、
郡山市柴宮小学校ほか福島県内1８小･中・高校
◆お届けできた本：絵本・児童書、辞書、読み物等4,000冊以上（段ボール箱67箱）
◆福島に行った人：2トントラック車、三原義啓さん、柑本修さん、木村愛子
「活動写真」　
福井県の東日本大震災復興ボランティア活動支援事業に申請、活動費（2分の1範囲内）の補助金を受ける。
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5月９日朝早く出発のトラックに前日、集まった本の箱を詰め込む役員と図書館職員の皆様、マスコミ各社の取材を受ける





福島県にお届けする当初の予定が5月になり、箱詰めした絵本を開箱して、司書さんの協力を得て良書選定作業（3月）





図書館に集まってきた本の整理。作業を進める役員。ダンボール箱１00箱を、福井県民生協の協力を得て、形が同じのもので、そろえて提供いただく（1月）





鯖江市から福島県本宮インターまで、590kmの長距離を走り、大玉村の大玉畑の学校のオーナー、八巻氏宅に到着





大玉村にある富岡町から避難区域家族の仮設住宅600戸、集会場もある。移動販売車も見かける





昨年11月に放射能除染を行った畑で、1週間に一回畑作業の避難住民。することも無く、先の見通しも無い、紋々とした生活のなかで、身体を動かし、知り合いで無かった人々が、畑の学校でコミュニケーションの場が作られている。


笑顔も戻っておられた。


届いた本で読書も楽しみと、大人の本の要求もあることを実感する





二本松市の安達太良中学校のもお届けして、高橋澄子校長先生と記念撮影





写真上・大玉村教育長の押山教育長と記念撮影。


大玉村は、漢字教育に力を入れておられ、福井県から白川文字の教科書も取り寄せられている。また鯖江市についで電子投票も取り入れ、現在も選挙は電子投票で行っておられ、少なからず因縁を感ずる。





写真中・村会議員鈴木さんが力を入れられている障がいのある子の働き場所、オープンハウスカフェ「こだま」に立ち寄り、絵本を寄贈





写真下・「福島県学校図書館協議会総会・全体会・研修会」が開催されている郡山市柴宮小学校。


校庭は、放射能除染作業は終わっているが、まだ野外での活動は控えている。


これから植木、プールの除染作業にはいっていくようであるが､なかなか困難な様子。





郡山市柴宮小学校6年生に、さばえからの絵本・児童書4,000冊を寄贈。　　この後「ほしい」と言っていただいた福島県の小・中・高校18校に送られる。さばえから子どもたち、大人のメッセージもお渡しする。


ただ福島県の浜通りでは、「まだまだ復興の兆しも無く、さばえの気持ちを汲みたいが、お届けすることは今回は出来ない」と、学校図書館活動推進委員会副委員長の砂子田先生の言葉。　現地の大変な状況を再認識する








